
 

 

 

 

 

 

 

2020年1月22日 

   実践報告会（午前）と専門基礎研修②（午後）を合わせて1日研修として開催します。 

  実践報告会では、6名の会員の方からの活動報告があります。日頃みなさんが実践されている中で 

  もやもやしていること、悩んでいること等の解決のヒントになることがきっとあると思います。 

   専門基礎研修②では、ＭＳＷとしての実践能力を見える化し、実践能力向上を目指す研修内容で 

  静岡県ＭＳＷ協会ルーブリックを用いて実践能力を評価します。日々の実践を振り返り、自身の 

課題に気づく機会になればと思います。 

   講師として、昨年に引き続き日本福祉大学社会福祉学部教授の保正友子先生にお願いしました。 

  保正先生には実践報告会のコメンテーターとしてもご指導いただきます。 

   

認定医療社会福祉士研修ポイント対象 ＜4ポイント＞（予定） 

 

【日 時】2020年 2月16日（日） 

9:30受付   10:00～16:30 

  

【会 場】伊勢赤十字病院  

１階多目的ホール 

（伊勢市船江 1丁目 471-2） 

アクセス：下記の HPをご参考下さい。 

http://www.ise.jrc.or.jp/quick/access.html 

【対 象】 学 生：推奨 

1～3年目：☆強く推奨 

4～9年目：☆強く推奨 

10年目～：☆強く推奨 

 

【締 切】2020年 2月10日（月） 
 

【費 用】会員：500円  非会員：1,500円 

当日、受付にてお支払い下さい。 

※非会員の方でも当日入会頂く場合は会員価格 

で参加頂けます。 

※介護支援専門員協会、社会福祉士会、精神保 

健福祉士協会の会員の方は、MSW協会会員価格 

 でご参加いただけます。 

 

【申込み】別紙申込書にて FAXでお申し込み下さい。 

 

 

【内 容】  午前 実践報告会 10:00～12:30 

報告者（順不同） 

①藪下茂樹氏 鈴鹿中央総合病院 

「鈴鹿中央総合病院 がん患者サロンの特色～参加者への 

ケアを意識して～」 

②横井結奈氏 三重大学医学部附属病院 

「がん終末期に向かう患者とその家族の意思決定支援の 

プロセスについて考える」 

③伊藤法子氏 三重大学医学部附属病院 

「母国語による話し合いが困難な末期癌患者の ACP（仮）」 

④森 由美氏 三重県身体障害者総合福祉センター 

「専門基礎研修『障害者の就労支援』におけるアンケート調査 

報告と当センター退所者の就労支援状況からみえた就労支援

と連携についての考察」 

⑤青木綾香氏 市立四日市病院 

「キーパーソン家族と金銭トラブルがある患者への支援方法に 

ついて」 

⑥近澤美乃里氏 鈴鹿中央総合病院 

「在宅療養への理解、自己決定に向けての支援の難しさ（仮）」 

コメンテーター 保正 友子先生 

 

 午後  専門基礎研修② 13:30～16:30 

「医療ソーシャルワーカーの実践能力を可視化 

してみよう！」 

講師：日本福祉大学 社会福祉学部教授 

               保正 友子先生 

 

 

三重県医療ソーシャルワーカー協会研修会のご案内 

実践報告会＆専門基礎研修②「医療ソーシャル 

ワーカーの実践能力を可視化してみよう！」 

       

http://www.ise.jrc.or.jp/quick/access.html


 

三重県医療ソーシャルワーカー協会 実践報告会＆専門基礎研修②  

 

〆切： 2 月 10 日（月） 

送付先 小山田記念温泉病院 FAX 059-337-9512 

 

参加者氏名 所属団体 会員資格 

   

 

MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

 
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

 
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

 
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

 
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

 
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

 
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

  
MSW協会・介護支援専門員協会・

社会福祉士会・精神保健福祉士協会 
会員 ・ 非会員 

所属機関 連絡先電話番号 

  

 

 

 

 

※同一所属機関の方は、まとめてご記入いただきお申し込み下さい。 

 

省資源のため本紙のみで送信してください  

 

 

 


